
 

 

第６回リカジョ育成賞 -奨励賞- 

テーマ 
女子小学生の興味関心を引き出し前向きなきっかけをつくる科学教育実践 

理科との出会いや体験のシームレス化 

受賞者名 わくわくキッズ あべまり 

 

活動紹介 

わくわくキッズは元小学校教員が独立し始めた事業です。「楽しく学ぶ」をモットーに、 

全国で科学実験教室（出前）やサイエンスショーを行っています。発足して約 10 年、

昨年度は１年間で 250回以上、約 8,000人の小学生と科学体験を共にすることが 

できました。 

その活動の中でも、今回は「理科との接点がない（けれど、やってみたら興味が湧きそう

な）」児童に向けた事業を抜き出し、報告させていただきました。日常のなかで理科との

出会いをできるだけ自然な形で（シームレスに）行えるよう、児童・保護者にアプローチ

をしていきました。 ※以下、活動内容を一部抜粋 

■「科学×アート」プログラムの実施 小学生に人気の教科「図工」とサイエンスをコラボ！ 

■オンラインやオンデマンドでの実験教室 おうちの人と安心した空間の中で楽しもう！ 

■「毎月のサイエンス教室」（年間 126回）学童クラブで定期的に理科にふれよう！ 

■「わくわくサイエンスショー」（年間 6回以上）大規模イベントで科学の面白さを知ろう！ 

その他、保護者へのアプローチを目的とした資料を実施するごとに作成・配布しました。 

その結果、2021 年に比べ女子児童の参加人数は 2.2 倍（約 3,950 名）に増加、

リピート率も 60％という結果を得ることができました。 
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メッセージ 

女の子も男の子も、それを決めかねている子も、遊びの中やその延長として理科の楽しさ

や魅力を実感できるよう、よりシームレスな出会いを作っていきます。そして、わくわくキッズ

ではすべての子どもたちが「明日がちょっと楽しみになる」日常を目指します。 

 

 
科学×アートのイベントの一部 

大規模イベントでのショーの様子 

活動紹介は以下の SNS でも発信中 

公式ホームページ    インスタグラム       Facebook 


